




Nursery Teachers’ Response to Preschooler Failure with Prosocial Intention













































































年生 年生 年生 現・元保育者
安心感を与える
ケンジに大丈夫と言う 3 1 3 1
スキンシップ 0 1 0 0
ケンジと目線の高さを合わせる 0 3 0 0
怪我の確認 4 6 5 3
状況確認
理由を聞く 1 3 1 3
何があったのか聞く 0 2 1 0
対処
メダカ助ける 9 2 3 2
片付ける 1 1 1 2
言語的保障
手伝いをありがとう 8 4 6 0
手伝おうとしたことをほめる 4 0 2 0
手伝おうとしたことが嬉しい 1 0 0 0
カッコイイと伝える 0 0 1 0
ケンジの気持ちを受容する 0 5 3 0
ケンジの行動の意図を伝える 0 1 2 0
協同の提案
先生に言ってね、先生と一緒にやろう 8 4 5 3
新しい家を作ろう 1 0 0 0
先生と一緒にもっていく提案を伝える 0 1 0 0
一緒にメダカを助ける提案 0 1 0 0
試す
ケンジの行動を見る 1 0 0 0
先生が移動している意味を考え答えさ
せる
1 0 0 0
次からどうしたらいいか考えさせる 0 2 0 0
メダカをどうするか考えさせる 0 0 1 0
予防措置
今後は先生がする 1 0 0 0
軽い鉢に変える 0 0 2 0
クラス全体に再アナウンス 0 0 1 0
他児を巻き込む
他児に手伝いを頼む 0 0 1 1






































安心感を与える 7 (16%) 19 (25%) 4 (27%)
状況確認 1 (2%) 7 (9%) 3 (20%)
対処 10 (23%) 7 (9%) 4 (27%)
言語的保障 13 (30%) 24 (32%) 0 (0%)
協同の提案 9 (21%) 11 (14%) 3 (20%)
試す 2 (5%) 3 (4%) 0 (0%)
予防措置 1 (2%) 3 (4%) 0 (0%)
他児を巻き込む 0 (0%) 2 (3%) 1 (7%)
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